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　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　ま　え　が　き
　古代中国における皇帝支配の特質を検討する場合，皇帝と人民との間の支配＝被支配関係の特質
を究明することが第一の問題点となることはいうまでもない．しかしながら一方，そうした直接的
な支配＝被支配関係の検討とあわせて，中国における「皇帝」の固有の性格やそこに見られる独自
な君臣関係のあり方の検討も等閑に付すべきものではない．近年そうした観点からの研究も徐々に
積み重ねられつつあるが1’，小稿では種々の国家祭祀を皇帝が扱う時の儀注の相違からそうした問
題の一斑に触れて見たい．
　中国の皇帝（天子）制度か天命思想を内包する儒教を思想的背景としていたのは周知のことであ
るが，そのことは具体的には皇帝以下かとり行なう儒家の礼制に基いた祭祀によって示される．儒
家が皇帝制度に接近したのは前漢後期以来のことであるが2），それに伴って皇帝の主宰する祭祀が
経書に記された礼制によって規制されるようになり，後漢初期には郊祀・宗廟を始めとする種々の
祭祀にそうした儒家‘の礼制が定着していった3’.以来清朝に至るまで皇帝支配のイデオロギーとし
て儒教が重要視されたことは今更言う迄もないか，一方で礼制は絶えず改変されていて時代によっ
て一律ではなく，当然そこにはそれなりの時代の要請があったものと考えられる．これまで礼制の
研究は或いは経学の一分野として，或いは民族学的，宗教学的関心から民俗祭祀復元の手がかりと
して論じられてきた．しかし以上の諸点からすれば，秦漢以降について各時代の礼制，わけても皇
帝の行なう祭祀の内容を検討することも，中国の皇帝支配の特質を究明する上でのーつの有効な手
がかりとなってくるであろう．小稿では唐代に大祀・中祀・小祀という祭祀の三区分か見られるこ
とに着目し，以上のような観点から当時どのような祭祀か皇帝にとって重要とされていたかを明ら
かにし，次いでそうした祭祀に対する皇帝の具体的な関わり方を検討することλした．
　　　　　　　　　　　　　　　　２　大祀●中祀●小祀について
　（1）開元礼に見える大祀・中祀・小祀
　開元20年(732)に完成した『太唐開元礼』は唐代礼制の一つの到達点を示すものであるか4），
その巻1序例上に
　凡國有太祀・中祀・小祀．　臭天上帝・五方上帝・皇地祇・神州・宗廟，皆鳥大祀．　日月・星
　辰・社稜・先代帝王・嶽・鎮・海・濤・帝社・先蚕・孔宣父・斉太公・諸太子廟，雌鳥中祀．
　　司中・司命・風師・雨師・霊星・山林・川滓・五龍祀等，雌鳥小祀．　州県社稜・釈莫及諸神
　祀，並同小祀．
とあり，当時礼制に定められていた祭祀に大・中・小祀の三段階の区別かあったことが知られるに
このうちの大祀の諸神について見ると，臭天上帝とはいわゆる天であり，五方上帝は五行思想に基
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いて天の五方（中央と東西南北）に置かれた神である，皇地祇は臭天上帝に対応する地神である
か，神州地祇については『旧唐書』巻21礼儀志１に
　太宗皇帝践祚之初，悉興文教，乃詔中書令房玄齢・秘書監魏徴等微官學士，修改旧腔‥‥‥‥玄齢
　等始与祓官述議，……神州者國之所託，諒八州則義不相及．近代通祭九州，今除八州等八座，唯
　祭皇地祇及神州，以正祀典．
とある．これによれば，神州とは中国全土を九域に分けたいわゆる九州の一州であるが≒「国の託
する所」として他の八州より重んじられて特に皇地祇と同様大祀に格付けされたもので，これも地
神の一種と解することかできる．宗廟はいうまでもなく祖先の祭祀をとり行なう建物であるが，こ
こでは唐朝の祖先と既に物故した代々の皇帝とを意味している．このように大祀に分類された諸神
は天地の神と唐朝の祖先とに帰着する．一般に，古来中国では数ある祭祀の中でも天地の郊祀と祖
先の廟享とが最も重要視されてきたといわれるが，開元礼ではそれらは一括して大祀とされていた
のである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●
　次に中祀のうち，先代帝王というのは唐以前の王朝において名君とされた人々のことで，帝毒・
尭・舜・萬・殷湯王・周文王・武王・漢高祖の八名である．嶽鎮海薦とは五嶽・四鎮・四海・四治
の略称で，それぞれ国の四方にある重要な山川や海のことである6’.帝社は先農ともいわれ，初め
て民に農耕を教えたという神農氏のことをさす．先蚕・孔宣父（孔子）・斉太公（太公望呂尚）に
ついては後述する．小祀のいちいちについての説明は省略する｀力作，州県の主宰する祭祀も小祀と
同様に見倣されていることは大祀中祀と比較して注意さるべきである，すなわち，『大唐開元礼』に
見られる上記の祭祀の内容を検討してみると，中祀以上は概ね皇帝親祭が原則とされている一方，
小祀は例外なく有司が行なうように定められている．この点は,徳宗貞元年間に編纂され,開元以後
の礼制の主だった変化を記録している『大唐郊祀録』巻フ祀風師の条で，編者王涅が「案開元礼，
凡帝社以上，合至尊（＝皇帝）親祭．」と指摘しているところからも確認される．いうまでもなく
州県の祭祀の主宰者はそれぞれの地方の官僚でありレ従って州県の祭祀か小祀と同じ位置にあるの
は小祀同様有司による運営か建前であったからである8’.つまり，唐代では中祀以上は皇帝親祭が
原則であったが，なかでも皇帝の権威と密接に関わる天地と祖先との祭祀か大祀とされていた．こ
れに対して皇帝の親祭によらず有司行事か建前の祭祀が小祀に置かれているのであり，ここに各祭
祀に対する皇帝の関心の度合か明瞭に示されているのである．
　なお，漢代以来国家的行事としての祭祀は数多く存在したか，管見によればそれらか「周礼」
　（春宮肆師）に準じて太祀・中祀・小祀に分類されるようになったのは陥代が最初である．すなわ
ち，『隋書』巻６礼儀１の隋の郊祀制度を述べたくだりに．
　臭天上帝・五方上帝・日月・皇地祇・神州・社稜・宗廟等鶏犬祀．星辰・五祀・四望等鶏中祀．
　司中・司命・風師・雨師及諸星・諸山川等鶏小祀．大祀養牲在肢九旬，中祀三旬，小祀一旬．
とあり，大中小三祀の区分とそれに対応した儀式の準備段階とが示されている．これがそのまま大
中小三祀の区分を史上初めて実施したことを示すものであれば，今引いた一段の冒頭に「高祖（＝
隋文帝）受命，欲新制度」とあることとも関連して，附加中国全土を統一した際に祭祀の整理にも
意欲を示したものと解することかできるであろう.
　（2）大祀・中祀・小祀と皇帝の呼称
　前節では開元礼における大中小祀の三区分かそれぞれに対する皇帝の関与の仕方の相違に基いて
いることを述べたか，その点と関連して検討しておきたいことがある．かつて尾形勇氏は「臣某」
形式の意味と機能とを明らかにする上で，皇帝の自称について『通典』所載の開元礼を中心に整理
され，祭祀における皇帝の自称には「皇帝（天子）臣某」レ「皇帝（天子）某」・「皇帝（天子）」
の三段階かあることを指摘された9）.それでは，これらの三種の皇帝の呼称と大中小三種の祭祀と
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が対応するとは考えられないであろうか．そこで，『大唐開元礼』に依って大祀・中祀・小祀の各
祭祀とそれぞれに用いられる皇帝の自称と,を対照させて示したのが次の表である．このうち「天子
　　　　　　　　　　　　　付表　大・中・小祀と皇帝の自称との関係
　　　　　　事　項ニく
祭　祀　の　対　象 皇　帝　の‘自　称
大　　　祀
災　　天　　上　　帝
五　　方　　上　　帝
皇　　　地　　　批●
天　　子　　臣　　某
　　　　　　　/Z
　　　　　　　//
中　　　祀
　大　　　　　　明
　夜　　　　　　明
　五　　　　　　星
太･　社・太　　稜
　嶽　　　●　　　鎮
　海　　　●　　　酒
　　　　　　　　//
　　　　　　　　Z/
天　　　子　　　某
　　　　　　　　//
　　　　　　　　//
　　　　　　　　//
小　　　祀
風　　　　　’師
雨　　　　　　師
霊　　　　　　星
天　　　　　　子
　　　　　　/y
　　　　　　Z/
大　　　祀 太祖以下の祖先 皇　　帝　　臣　　茎
中　　　祀
先　　代　　帝　　王
帝　　社　（神農氏）
孔　　　宣　　　父
斉　　　太　　　公
　先　　　　　　蚕
皇　　　帝　　　某●
　皇　　　　　　帝
皇　　后　　某　　氏
小　　祀
司　　　　　　寒
先　　　　　　牧
馬　　　　　　社
馬　　　　　　歩
皇　　　　　　令
　　　　　　//
　　　　　　//
　　　　　　//
　　　　　　他に大・中・小祀のいずれに属するか不明の祭祀かある．
某」と「天子」との境界は中祀と小祀との境界に一致しており，また「皇帝臣某」と「皇帝某」と
の境界は大祀と中祀との境界に一致している10)一方「皇帝某」と「皇帝」との間は中祀と小祀と
の境界に一致していない蝋『大唐聞元礼』の定めるところに依れば国子学における孔宣父（孔子）
の釈莫，及び斉太公（呂尚）の釈莫とはともに実際には有司が運営するものであり（巻54, 55),い
ずれも皇帝が直接出向いて行なう祭祀ではない．また先蚕は養蚕の神であるが，この祭祀は後漢以
来皇后か行なうものとされている．それに対して前節で触れたように帝社（＝神農氏）以上の大祀
・中祀は皇帝親祭か建前であり，そのうちの中祀にはすべて「皇帝某」称が用いられているのであ
る．逆に，同じ中祀でも皇帝が親祭しない孔宣父以下の祭祀には「皇帝」称が用いられているので
あり，中祀における「皇帝某」・「皇帝」二称の使いわけには明確な理･由が存するのである．すなわ
ち，孔宣父以下は皇帝の親祭に与からない点で帝社以上と区別され，それだけ小祀に近い特徴をも
たされているのである11)
　次に，中祀でありながら大明（日）夜明（月）に対して「天子臣某」が用いられている理由に関
しては，『旧唐書』巻24礼儀志４会昌２年(842)の検校左僕射太常卿王起・広文博士疸就等の議
に，
　今捷江都集徴又開元昿借祭之日大明夜明二座，及朝日夕月，皇帝致祝，皆率稀臣．若以埓非泰
16 皿　科学第
　壇配祀之時，得主日報天之義，卑縁厭屈，尊用徳仲，不以著在中祠，取類常祀．此則中祠用犬祠
　之義也．
とある12)借祭とは十二月厘日に種々の神々を併せて祭る祭祀であるが，その中心となるのは大明
・夜明二座である．また朝日とは日を拝する祭祀であり，夕月とは月を拝する祭祀である．開元礼
によれば具天上帝を祭る時にはその祭壇である円丘（奉壇）に日月も配祀されるか，その時には日
月に対して皇帝か称臣することはない．ところか以上によれば，日月を主体として天に報ずる時に
は中祀に大祀の礼を適用して「天子臣某」と称する，というのである．つまり日月に対して「天子
臣某」と称するのは，隋の『江都集礼』以来認められている‘「中祀に大祀を用いる」特別な場合な
のである．
　以上検討してきたところによって，大祀・中祀・小祀の区分と祝文の「皇帝（天子）臣某」・「皇
帝（天子）某」・「皇帝（天子）」の区分とは基本的に対応していることか明らかとなった．尾形氏
は前掲論文で，皇帝の自称の用例からその祭祀の対象には一種の「差等」が存在することを指摘さ
れたが，以上のようにその「差等」とは唐代にあっては大祀･･中祀・小祀の別であった．なお，唐
代における大中小三祀の区分や，それらの祭祀における祝文（後述）の表現に関しては時期によっ
て多少の変化か見られるが，基本的に本節で述べた点を否定ずるような事例は見られない13･.
　　　　　　　　　　　　　　　　３　　祝　版　に　つ　い　て
　（1）祝版の御署について
　以上，唐代では皇帝の行なう祭祀かその重要性に応じて大祀・中祀・小祀の三段階に区分されて
いたことと，それに対応して「皇帝（天子）臣某」・「皇帝（天子）某」・「皇帝（天子）」の三段
階の呼称か用いられていたこととを明らかにした．次にそのような呼称が実際の祭祀ではどのよう
な場面で用いられていたかを考えてみよう．これまで述べてきたような祭祀では，その祭祀の主た
る対象となる神を称揚する頌辞を読みあげる事が儀式の中心となるか，そのような頌辞を祝文と称
する．そして「皇帝（天子）臣某」以下の呼称は実際には祝文の冒頭に置かれる1o.祝文を記した
文書は祝版といわれるか，『新唐書』巻12礼儀志２に，
　凡大祀中祀，署版必拝．皇帝親祠，至大次，郊社令以祝版進署，受以出，莫於粘．
とあるように，中祀以上の祝版には皇帝が親署するのか定めであった．さらに，前引の『大唐郊祀
録』巻７祀風師の條の王座の案語に
　案開元破，凡帝社以上，合至尊親祭．而使有司摂者,其祝版皆祀前先請御署．吃,皇帝北面再拝，
　侍中奉出，分付所司．
とあるのを勘案すれば，中祀といっても正確には皇帝か親祭するものとされている帝社以上の祭祀
について皇帝の親署が必要とされるのであり，これらの祭祀を有司が代行する場合にはあらかじめ
皇帝か祝版に御暑しておかねばならないのであった，いいかえれば，祝版の親署はその祭祀を皇帝
が主宰することを明示する重要な行為だったのである．
　それでは「御暑」とは何を書くことだったのであろうか．ごの点に関しては『旧唐書』巻24礼儀
志４の次の記事が参考となる．
　太和二年(828)八月，監察御史舒元輿奏，七月十八白，祀九宮貴神.･……蛮見陛下親署御名及柄
臣於九宮之神．臣伏以天子之尊，除祭天地宗廟之外，無合柄臣者．……貝lj陛下富合柄皇帝，遣其
官致祭于九宮之神，不宜柄臣典名‥‥‥‥ｍ
すなわち，遁甲術の神である九宮貴神を祭るに際して文宗か大祀の礼を用いて御名を親署し且つ称
臣したのに対し，監察御史舒元輿は天地宗廟以外の神に皇帝か称臣すべきではないとしてその措置
を批判したのである．その場合，文中に「病見陛下親署御名」とあるように，九宮貴神に対して
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　「御名を親署したこと」が称臣同様批判の対象とされていた．その結果九宮貴神は大祀から中祀に
降され，同時に「祝版稀皇帝，不署」という措置がとられたのである．既述のように唐代では帝社
以上の中祀には「皇帝（天子）某」，大祀には「皇帝（天子）臣某」が用いられていたのであるか
ら，ここで祝版に「皇帝」とのみ記し且つ「署せず」と改められたことは，「某」或いは「臣某」
９部分を皇帝か直書しなくなったことを示すものであろう15)さらに舒元輿が「親署御名」と芦臣
とを一旦切り離して批判していることに照らせば，皇帝が署名したのは「某」の部分のみだったで
あろう．すなわち，「御暑」とは皇帝か祝文の冒頭の「某」の部分を直書することをさしたのであ
る．小祀の場合には「皇帝（天子）」とのみ記すのであるから，皇帝が親署すべき部分ははじめか
ら存在しないわけである．かくして，大祀・中祀に用いられる「皇帝（天子）臣某」・「皇帝（天子）
某」という皇帝の自称は，そのうちの「某」の部分を皇帝自身か直書することを通して，皇帝かそ
の祭祀を主宰することを明示する機能をも果したのであった.
　（2）有司摂事について
　以上のように大祀・中祀に用いられる「皇帝（天子）臣某」・「皇帝（天子）某」の「某」（＝譚）
の部分を自署することは，皇帝にとってその祭祀を主宰することを示す重要な行為であった．そし
て『大唐開元礼』巻５「冬至祀圖丘有司摂事」の末尾に
　凡有司摂事，祝版廊御暑者，進御署詑，皇帝北面再拝．侍臣奉版，授郊社令，受遂奉以出．
とあるように，皇帝の自署が必要な祭祀を有司が代行する時には，前もって皇帝が自署し北面して
再拝する儀式を行なって皇帝の親祭にかえたのである．だが，このような礼が定められていたこと
は，実は皇帝か親祭するものとされる大祀・中祀に関しても有司の代行かあらかじめ考慮されてい
たことを示すものである．『大唐開元礼』には巻４「皇帝冬至祀圓丘」に続いて巻５「冬至祀図丘有
司摂事」が付けられているように，皇帝が親祭すべき祭祀にはいずれも代行の際の礼を示した「有
司摂事」の儀注が付けられている．また『大唐郊祀録』巻２凡例中莫献に．
　凡郊廟之鐙，帝社以上皆皇帝親行事．有故則使公卿摂祭，皆行三献之碧‥‥‥‥親行祀事，皆以太
　尉鳥亜献，光禄卿篤終献．有事摂祭，則以太尉鳥初献，太常卿鳥亜献，光禄卿馬終献．
とあるように，皇帝か親祭する場合には皇帝一大尉-一一光禄卿の順に祭神に酒を献げる三献の礼
を行なうか，有司に代行させる時には太尉一大常卿--一光禄卿の順に三献の礼を行なうように定
められていた．以上のように周到に「有司摂事」の際の儀礼が定められていた事実は，有司の代行
が寧ろ当然であって決して特殊な事態ではなかったことを推測させるのである．但し，『冊府元亀』
巻34帝王部崇祭祀３に代宗大暦七年(772)の郊祀について
　七年十一月辛卯，日長至．命有司祀臭天上帝於南郊，不視朝．
とあるように，祭祀を有司に代行させた時でも皇帝は「視朝せず」，すなわち政務を執らないのが
通例であったと見られる．
　唐代では実際に皇帝の祭事を有司に摂事させたことか確実な記録は少ない．『冊府元亀』巻12帝
王部告功には
　代宗皆態二年(763)四月，命有司饗太廟，兼告献逆賊史朝義首．
と宗廟の祭祀を有司に行なわせたことが伝えられているか，これは史朝義の首を献じたことに付随
して廟享の有司摂事を伝えたものである．このほかには，『冊府元亀』巻34帝王部崇祭祀３に代宗
大暦５年(770), 7年（前引），８年，11年，13年の郊祀や宗廟の給祭の例が見られるのみである
が，これらはいずれも代宗期に集中している16)他の皇帝に同様のケースが全くなかったとは考え
難いのであるが，一方で皇帝か親祭した記録は『旧唐書』等に徴してみても礼制に定められた郊祀
廟享以下の祭祀の回数に比べれば遥かに少ない．このような現存史料の傾向から推測すると，唐代
では郊祀以下の皇帝の祭祀には有司摂事が普通であり，皇帝親祭の方が寧ろ特別な例として史料に
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特筆される場合か多かった一一親祭の例がもれなく記録されたとはいえないであろうか一一と考え
るべきであるかも知れない．このことは郊祀，宗廟の運営の実態から皇帝制度に接近しようとする
場合には見逃すことのできない点であるか，ここではとりあえず，皇帝か行なうべき祭祀を有司に
代行（摂事）させる場合があり，それが決して異例とは考えられていなかったことを指摘するに止
めておく．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　あ　と，が　き’
　本稿では皇帝制度の理解という点を念頭に置きつつ，唐代における大祀・中祀・小祀の区分の意
味と，それらの区分に関連した諸制度とについて述べてきた，すなわち，大祀には皇帝の権威に大
きく関わる郊祀と宗廟との諸神が含まれていた，また原則的に中祀以上は皇帝親祭が建前であった
か，小祀は皇帝か有司を遣わすという形で実際には有司か運営する祭祀であった．そして大中小三
祀の区分は祝文における「皇帝（天子）臣某」・「皐帝（天子）某」・「皇帝（天子）」の三区分と
対応しており，皇帝は祝版に「某」すなわち譚を自署することでその祭祀の主宰者としての資格を
全うすることかできた．それは特に有司に代行させる場合に必要とされた．だかそのような有司の
代行に関する儀注が開元礼等に詳しく定められていることは;,却って実際には皇帝の親祭か特別な
場合であったことを推測させるのである．以上の如くであった．
　このように見てくると，皇帝がこれらの祭祀-一特に大祀である郊祀や宗廟の祭祀についてｰ
の運営にどのように関わったかが次に問題となってくるであろう．筆者の狙いも実はその点にあ
り，そこから当時の皇帝制度の一面を考察してみたいと考えでいる．本稿はその前提として大祀・
中祀・小祀に関する諸点を明らかにしておいたものであ･る．
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